
 

国土強靱化 民間の取組事例 406  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 13 顧客の施設等の耐災害性を強化する 

406 大雪や強風に弱いビニールハウスを倒壊しにくくする補助具の開発 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

株式会社沢田防災技研 
【平成 29年】 

8270001002622 その他防災関連事業者
【製造業】 

鳥取県 

 防災関連機器の技術研究  開発を行う株式会社沢田防災技研

は、突然の大雪や強風等から、ビニールハウスの倒壊を防ぐ

補助器具「ハウスポール」を平成28年 7月に開発した。 

 同社の代表が、市場調査も含め、既存製品の営業をしていく

中で、農家から 「ビニールハウスが、積雪  強風に弱い」と

いう声を聞いた。そこで、異常気象による雪害でハウスが倒

壊した被害者を中心にヒアリングし、製作に着手した。プロ

トタイプを製作し、さらに農家に訪問した上で、何度も改良  

開発を重ね、製品化した。 

 設置に当っては、引っ掛けて締めるだけのシンプルな手順で

済むようにし、突然の悪天候でもすぐに対応できるようにした。また、高齢者でも持ち運びやすい

よう、重量を軽くしつつも、ビニールハウスの耐雪性を従来の約 2倍に強化している。鳥取県内の

農家での実証実験では、台風等に対する耐久性についても確認しており、平成28年 11 月より販売

を開始した。 

 

▲雪害対策用品 
(中央の 3本の垂直な棒) 


